



























































































　共産党による上海 「解放」 後、滬劇上演における 「演出」 はどのようであっ
たのだろうか。1949年 7月 22日、上海市軍管会文芸処が地方戯曲研究班を開
き、滬劇界の編導 （劇作家兼演出家） が 10数名参加した。1951年 9月 16日、





















は内容 （政治） としての 「編劇」 と一体になることによってはじめて意味を成
すのである。
３　二つの滬劇『羅漢銭』















































劇は 『羅漢銭』 と 『白毛女』 の二つの演目とし、「映画界」 の張駿祥を招聘し























































































　この上滬版は、観摩大会において、「劇本賞」 と 「二等演出 （上演） 賞」、「音
楽賞」 を獲得、個人賞では、丁是娥、石筱英が一等賞、解洪元、筱愛琴が二等
賞をそれぞれ受賞するなどした。


















































































































































































1）　「如何建立新的導演制度座談会紀録」 『新戯曲』 第 1 巻第 2 期、1950 年 10 月 20
滬劇の 「導演」 （三須）　（81）
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2）　上海滬劇院 「滬劇創作演出記述」 『新中国地方戯劇改革紀実』 葉炳南等編、中国
文史出版社、2000年、p204。
3）　戴雪琴 「有了劇本以後」 『申曲日報』 1942年 8月 30日。原文の訳出は筆者によ
る。以下同。「申曲」 は民国期に通用していた名称。「滬劇」 の名称は、1941年
に設立された上海滬劇社が最初に使用したとされ、建国後に定着した。
4）　楊美梅 「申曲有劇本制」 『申曲日報』 1942年 9月 2日





7）　章文 「従 『好媳婦』 看到新氣象」 『大衆戯曲』 第 1巻第 7期、1951年 9月 23日、
p5。
8）　鄭士 「各劇団必須重視編導」 『亦報』 1952年 4月 18日
9）　「登記」 は 『説説唱唱』 （1950 年総 6 期、6 月 20 日） に初出。各劇種への改編本
『羅漢銭』 は、秦腔：甘粛人民出版社編輯部改編／甘粛人民出版社／ 1952 年 5
月、王槐蔚改編／長安出版社／ 1953年 7月、豫劇：河南人民出版社／ 1953年 2
月、粤劇：広東粤劇団編導室改編／人間書屋／ 1953年 4月、郿鄠戯：陝西省郿
鄠劇団改編／西北人民出版社／ 1953 年 12 月、評劇：宗華等改編／華北人民出
版社／ 1954 年 3 月、滬劇：上海市文化局創作研究室改編／作家出版社／ 1954
年 11月、劇本：蕻良改編／ 『説説唱唱』 第 24期／ 1951年 12月がある （復旦大




11）　姚士良 「滬劇 『羅漢銭』 史料拾遺」 『上海文化史志通訊』 第 24期、1993年 2月
25日、p33－ 34。
12）　流澤 「対上海解放初期戯曲工作的回顧」 『上海文化史志通訊』 第 1期、1988年
9月、p53－ 57。
13）　張光武 「虚懐若谷　甘当緑葉─追念著名滬劇演員石筱英」 『上海文化史志通訊』






摩演出大会上的総結報」 『文芸報』 総第 77期、1952年 12月 25日、p3－ 8。
16）　劉厚生 「関於滬劇改革工作 （三）」 『新民報晩刊』 1952年 11月 26日。記事には
（82）　中国文学研究　第三十一期
人民日報転載とあるが、原載は未見。














21）　『文芸報』 総 76期、1952年 12月 10日、p14－ 15。『張駿祥文集 （上冊）』 （学林
出版社、1997年） にも収録されている。
22）　前掲、劉厚生 「関於滬劇改革工作 （三）」
23）　劉厚生 「関於滬劇改革工作 （四）」 『新民報晩刊』 1952年 11月 27日。
24）　張駿祥 「導演術基礎」 『張駿祥文集 （上冊）』 などを参照。単行本は 1983年に中
国戯劇出版社から刊行されている。
25）　例えば、鄒元江 「対“戯曲導演制”存在根拠的質疑」 （『戯劇』 中央戯劇学院学
報、2005年第 1期総第 115期） は、中国伝統劇 （戯曲） は、突出した俳優の演技
の存在によって、編導の制限を受けなくても済むような複雑で個人化した芸術
なのであり、そのような芸術は編導制度によっては生み出せないとしている。た
だし、これらは充分に鍛えられた技術を前提としており、そのような基礎が元
来薄弱で、新作を生み出し続けている滬劇などの新興戯曲については、別に論
じる必要がある。
